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慢性疾患と自己負担率引上げ
─糖尿病・高血圧性疾患レセプトによる　 
　自己負担率引上げの動態的効果の検証─

鈴木　　亘

１．はじめに

わが国では，社会診療行為別調査，組合健保・国保のレセプトデータや，患者調査や独自ア
ンケートなど，個票データを医療経済学の分野で利用できるようになったのは比較的最近のこ
とであるが，その多くが，近年の改革で実施されている自己負担率引上げの効果の計測，特に
医療需要の価格弾力性の計測に焦点を当てた分析を行ってきた（Battacharya et al.（1996），山
田（1998），井伊・大日（1999a），井伊・大日（1999b），鈴木・大日（2000），吉田・伊藤（2000），
鴇田ほか（2000），Yoshida and Takagi（2002），鴇田ほか（2002），増原ほか（2002），増原・村
瀬（2003），増原（2003），泉田（2004），鈴木（2005a），Kan and Suzuki（2006））。これらの医
療需要の価格弾力性の計測は，学術的な価値は高いものの，残念ながら政策的な応用可能性は
低いといわざるをえない。
第一に，これらの研究の多くは，泉田（2004），鈴木（2005a），Kan and Suzuki（2006）等の

例外を除き，外来のみに特化した分析を行っており，しかも医療費ベースの分析よりも外来受
診率，外来日数のみに特化した分析となっている。これは，外来の受診が，患者側の行動とし
て比較的純粋な確率過程にしたがっていると考えられるためであるが，医療費に対するトータ
ルの効果が得られないために，自己負担率引上げなどの改革の予測やその評価に利用すること
が難しい。そのことが未だに「長瀬式」と呼ばれる前時代的な経験式を政策当局が用いている
ひとつの背景になっていると思われる。
また，医療費抑制のための改革手段として，自己負担率引上げの効果を見る上では，短期的
な弾力性だけではなく，中長期的な医療費への動態的効果こそが重要である。例えば，自己負
担率引上げに対して，日本医師会などからは，「受診抑制が疾患の悪化につながり，医療費は
全体として増加する可能性がある」との批判があるが，そうした効果が中長期的にあるのであ
れば，自己負担率引上げは医療費抑制策として機能しない。また，自己負担率引上げによる受
診率抑制に対して，医師誘発需要が起きる可能性がある1）。このような動態的な効果は，患者
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1） 鈴木（2005b）は自己負担率引上げの効果ではないが，診療報酬の引下げがやはり医師誘発需要のために
中長期的な効果を持ち得ないことを実証している。
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側の行動と供給者側の行動がミックスされた効果であり，あるいは患者側の合理的な行動とい
えないために，批判のない形で純粋な効果を抽出することは困難であるが，政策的な応用や改
革の評価をするうえでは避けては通れないと考えられる。
さて，自己負担率引上げの動態的効果の研究としては，Hsiao（1994）の研究を引用してわ
が国でも兪（2006）がその効果を疑っているし，集計的データを用いた時系列分析では，熊谷
ほか（2005）が長期的な医療費の回帰効果（元の水準に戻ること）を報告している。また，入
院については，泉田（2004）や花岡・鈴木（2007）が，自己負担率引上げによりかえって入院
日数や入院確率が上昇したことを報告している。ただし，外来を含めた医療費の動態的効果に
直接焦点を当てて，個票データを用いて詳細に分析した例は今のところ存在していない。また，
海外でも，例えば医療系のジャーナルでは，Soumerai et al.（1987），Tamblyn et al.（2001），
Reuveni and Sheizafa（2002）などが，受診抑制による医療費増の効果を報告しているが，医療
経済学の分野では，有名な Rand研究所の HIEの一連の研究において，①高自己負担率による
受診抑制が，低所得者の健康状態を悪化させることや2），②しかしそれは医療費を引き上げる
ほどの効果ではないことが報告されている程度である（Brook et al（1983），Manning et al.（1987）
Newhouse and the Insurance Experiment Group（1993））3）。本稿では，電算化したレセプトが存在
する111の健保組合の1996年４月から1999年11月までのレセプトデータを用いて，1997年９月
に行われた被保険者本人の自己負担率引上げ（１割から２割へ）の改革が，その後の中長期的
な医療費へ与えた効果を分析した。動態的効果の検証に当たっては，短期的な効果である急性
期の疾患よりも，慢性疾患の方が中長期的な効果が期待できるため，糖尿病と高血圧症の患者
に焦点を当てて，分析を行った。

２．データ

本稿で用いるデータは，厚生労働省保険局が収集した111健保組合のレセプトデータであり，
96年４月から99年11月までの44ヶ月の情報が個人別・月次・診療種類別に入っている。無受診
月の医療費は０となっており，すべての期間に無受診者であったサンプルも含んでいる。本稿
では，このうち，０歳から69歳までの患者で，44ヶ月の全期間において当該健保組合に加入し
ていたサンプルのうち，糖尿病と高血圧症の疾病名を持つエピソードを持つデータを抽出し
た。エピソードデータについては，Newhouse and the Insurance Experiment Group（1993）やわ
が国でも，山田（2002），泉田（2004）などが作成しているが，本稿では分析の性格から，こ
れらとは異なる作成の仕方で，糖尿病，高血圧ともに３種類のデータセットを作っている。ま
ず，糖尿病の標準ケースのエピソードデータは，44ヶ月のうち119分類で糖尿病の疾病名が１
月でも付いている患者のうち，0402の糖尿病及び糖尿病の合併症が疑われる0107真菌症，0403
その他内分泌・栄養及び代謝疾患，0504気分（感情）障害（躁鬱病を含む），0505神経症性障害・
ストレス関連障害及び身体表現性障害，0701結膜炎，0702白内障，0703屈折及び調節の障害，
0704その他眼及び付属器の障害，0901高血圧性疾患，0902虚血性心疾患，0903その他心疾患，

2） Brook et al（1983）では，自己負担率引上げによる受診率抑制から，低所得者の視力と血圧が悪化するこ
とが報告されている。

3） やや文脈は異なるが，技術革新などを含んだ超長期の Dynamic Moral Hazardの検証なども行われている
（Zweifel and Manning（2000））。



慢性疾患と自己負担率引上げ（鈴木）

171

0906脳梗塞，0909動脈硬化症，1002急性咽頭炎及び急性偏等炎，1003その他の急性上気道感染
症，1007慢性副鼻腔炎，1202皮膚炎及び湿疹，1203その他の皮膚及び皮下組織の疾患，1303脊
椎障害，1306腰痛及び坐骨神経痛，1310その他の筋骨格系及び結合組織の疾患，1402腎不全，
1404その他の尿路系の疾患，1800症状・兆候及び異常臨床所見・異常検査所見で他に分類され
ないもの，1905その他の損傷及びその他の外因の影響の病名が付いている入院及び入院外医療
費を合計した。そのほかに，糖尿病のみの病名が付いている入院・入院外医療費を合計した
データセット，及び，44ヶ月のうち119分類で糖尿病の疾病名が１月でも付いている患者のう
ち，全疾病の入院・入院外・調剤医療費を合計したデータセットの２つも予備的に作った。こ
れは，前者が狭義の糖尿病，後者が万病の元といわれる糖尿病の最広義の定義という意図であ
る。
同様に，高血圧も３つのデータセットをつくった。標準ケースのエピソードデータは，44ヶ

月のうち119分類で糖尿病の疾病名が１月でも付いている患者のうち，0901の高血圧性疾患の
ほか，0902虚血性心疾患，0903その他心疾患，0904くも膜下出血，0905脳内出血，0906脳梗塞，
0907脳動脈硬化（症），0908その他の脳血管疾患，0909動脈硬化症，0912その他の循環器系の
疾患，1401糸球体疾患及び腎尿細間質性疾患，1402腎不全，0704その他眼及び付属器の障害の
病名が付いている入院及び入院外医療費を合計した。また，このほかに，高血圧性疾患のみの
病名が付いている入院・入院外医療費を合計したデータセット，及び，44ヶ月のうち119分類
で高血圧性疾患の疾病名が１月でも付いている患者のうち，全疾病の入院・入院外・調剤医療
費を合計したデータセットの２つも予備的に作った。これも，前者が狭義，後者が最広義の定
義という意図である。高血圧患者のサンプルは糖尿病に比べて数が多いために，こうして作っ
たデータセットから，患者の50％のサンプルをランダムに再抽出したデータセットを用いるこ
とにした4）。
さて，グラフ１は糖尿病，高血圧症ともに標準ケースのデータの時系列推移を見たものであ

る。糖尿病の方が高血圧よりも高いが，どちらもトレンド的に医療費が増加している。また，
1997年９月後に糖尿病はやや医療費が下がっているが，高血圧の方はそれほど大きく目立たっ
ていないことがわかる。また，グラフ２は年齢別の医療費であるが，どちらも年齢が高くなる
にしたがって医療費が増えてゆくことがわかる。糖尿病については10－14歳にも一度ピークが
存在している。表１は後に説明する推計モデルで用いる変数の記述統計である。糖尿病，高血
圧ともに標準ケースのデータのみが示してある。

３．事実発見的（fact findings）回帰による検証

3.1　事実発見
まずはじめに記述統計と同様，事実発見をするために，医療費（総点数，外来点数，入院点

数）を，本人・家族別に月次ダミーに回帰した予備的分析を行うことにする。97年９月の医療
制度改革では，薬剤一部負担の廃止が行われたほか，本人の自己負担率が１割から２割に引き
上げられるという改革が行われた。その前後の動きを，前後のダミーではなく，96年５月から

4） また，データ構成に明らかなミスが発生している２つの健保組合データについても，サンプルから落とし
ている。このため，厳密な抽出ベースは109健保組合である。
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99年11月（96年４月がベンチマーク）までの月次ダミー，及びこれらと本人とのクロスターム
で観察することにする。そのほかのコントロール変数として，性別，年齢，年齢２乗，本人，
ln（標準報酬月額）も説明変数に加える。被説明変数の総点数，外来点数，入院点数は無受診
もデータに含みたいために全体に＋0.1という操作を行った上で，対数を取った。
表２，表３はそれぞれ糖尿病点数，高血圧点数（いずれも標準的ケース）の推定結果であり，

係数から，本人と家族の点数の推移をみたものが，グラフ３からグラフ８である。まず，グラ
フ３の推定結果１（糖尿病，ln（総点数））のダミー係数の推移をみると，家族と本人のデー
タはほぼ同じようなペースで推移しているが，やはり自己負担率引上げ後に本人の点数の引上
げペースは弱まり，家族の点数との差異はマイナスとなっている（図中の陰の付いた面グラ

グラフ１　月当たり総点数の推移

グラフ２　月当たり総点数の年齢別推移
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表１　記述統計

変数 サンプル数 平均 標準偏差 最小値 最大値
糖尿病

性別 803163 0.6646148 0.4721253 0 1
年齢 803163 47.15491 10.80646 0 69
年齢2乗 803163 2340.365 920.8063 0 4761
ln（標準報酬月額） 803163 6.085114 0.4398999 4.521789 6.887553
総点数 803163 1279.021 6988.739 0 896638
外来点数 803163 904.3935 3069.24 0 250387
入院点数 803163 374.6279 6161.813 0 896537
ln（総点数） 803163 1.90903 4.754981 −2.302585 13.70641
ln（外来点数） 803163 1.857754 4.714038 −2.302585 12.43076
ln（入院点数） 803163 −2.188084 1.191046 −2.302585 13.7063
ln（総点数）通院・入院のみ 357289 7.164735 1.032666 2.397895 13.70641
ln（外来点数）通院のみ 355134 7.106219 0.9346965 2.397895 12.43076
ln（入院点数）入院のみ 7417 10.0964 1.139778 2.639057 13.7063
外来通院確率 803163 0.4421693 0.4966447 0 1
入院確率 803163 0.0092347 0.0956529 0 1
改定後 803163 0.6136712 0.4869077 0 1
本人×改定後 803163 0.4740246 0.4993251 0 1
本人 803163 0.7724285 0.4192647 0 1
トレンド×改定後 803163 19.02394 16.28084 0 44
トレンド×改定後×本人 803163 14.69488 16.38179 0 44
トレンド×本人 803163 17.38061 14.61339 0 44

高血圧
性別 893420 0.5733563 0.4945899 0 1
年齢 893420 50.34034 8.652536 0 69
年齢2乗 893420 2609.016 815.186 0 4761
ln（標準報酬月額） 893420 6.076893 0.4511751 4.521789 6.887553
総点数 893420 891.8891 5617.408 0 657267
外来点数 893420 701.7478 2281.483 0 169490
入院点数 893420 190.1413 5093.093 0 657267
ln（総点数） 893420 2.054896 4.654143 −2.302585 13.39585
ln（外来点数） 893420 2.031349 4.636589 −2.302585 12.04055
ln（入院点数） 893420 −2.256238 0.7647043 −2.302585 13.39585
ln（総点数）通院・入院のみ 420804 6.948765 0.8440888 2.564949 13.39585
ln（外来点数）通院のみ 419639 6.924317 0.7879641 2.564949 12.04055
ln（入院点数）入院のみ 3303 10.23365 1.263898 2.639057 13.39585
外来通院確率 893420 0.4696996 0.4990813 0 1
入院確率 893420 0.003697 0.0606907 0 1
改定後 893420 0.6136364 0.4869158 0 1
本人×改定後 893420 0.4567896 0.4981296 0 1
本人 893420 0.7443979 0.4361993 0 1
トレンド×改定後 893420 19.02273 16.28091 0 44
トレンド×改定後×本人 893420 14.16048 16.31465 0 44
トレンド×本人 893420 16.74895 14.70913 0 44

注）ln（総点数），ln（外来点数），ln（入院点数）は0.01を足して，0のサンプルを含んでいる。
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表２　月次ダミーによる糖尿病点数の事実発見的な推計
推計（1） 推計（2） 推計（3）

ln（総点数） ln（外来点数） ln（入院点数）
係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差

d9605 0.083666 0.101507 0.0558244 0.100679 0.036541 0.026106
d9606 0.047066 0.101507 0.0275981 0.100679 0.0088 0.026106
d9607 0.200553 ＊＊ 0.101507 0.1922745 ＊ 0.100679 −0.00239 0.026106
d9608 0.084184 0.101507 0.0667517 0.100679 0.032458 0.026106
d9609 0.12685 0.101507 0.0930072 0.100679 0.027553 0.026106
d9610 0.143329 0.101507 0.1317985 0.10068 0.017654 0.026106
d9611 0.159217 0.101507 0.1405606 0.10068 0.018 0.026106
d9612 0.346534 ＊＊＊ 0.101508 0.3169487 ＊＊＊ 0.10068 0.032188 0.026106
d9701 0.075379 0.101508 0.065775 0.10068 0.014322 0.026106
d9702 0.089518 0.101508 0.0731272 0.10068 0.025409 0.026106
d9703 0.39178 ＊＊＊ 0.101508 0.3627486 ＊＊＊ 0.10068 0.060153 ＊＊ 0.026106
d9704 0.246651 ＊＊ 0.101508 0.2162921 ＊＊ 0.100681 0.054716 ＊＊ 0.026106
d9705 0.280531 ＊＊＊ 0.101508 0.2432581 ＊＊ 0.100681 0.047023 ＊ 0.026107
d9706 0.225249 ＊＊ 0.101509 0.1883577 ＊ 0.100681 0.054963 ＊＊ 0.026107
d9707 0.406364 ＊＊＊ 0.101509 0.3644595 ＊＊＊ 0.100681 0.071568 ＊＊＊ 0.026107
d9708 0.208935 ＊＊ 0.10151 0.1670571 ＊ 0.100682 0.037905 0.026107
d9709 0.259371 ＊＊ 0.10151 0.2385966 ＊＊ 0.100682 0.020326 0.026107
d9710 0.305703 ＊＊＊ 0.101511 0.2945182 ＊＊＊ 0.100683 0.010135 0.026107
d9711 0.12261 0.101511 0.0999174 0.100683 0.034885 0.026107
d9712 0.358889 ＊＊＊ 0.101511 0.3520068 ＊＊＊ 0.100683 −0.01633 0.026107
d9801 0.068271 0.101512 0.0558371 0.100684 0.005878 0.026107
d9802 0.112643 0.101512 0.0863843 0.100684 0.003576 0.026107
d9803 0.631475 ＊＊＊ 0.101512 0.6145595 ＊＊＊ 0.100685 0.036095 0.026108
d9804 0.509173 ＊＊＊ 0.101513 0.4842125 ＊＊＊ 0.100685 0.048984 ＊ 0.026108
d9805 0.534014 ＊＊＊ 0.101513 0.4842217 ＊＊＊ 0.100685 0.073106 ＊＊＊ 0.026108
d9806 0.539368 ＊＊＊ 0.101513 0.4993973 ＊＊＊ 0.100686 0.067951 ＊＊＊ 0.026108
d9807 0.690358 ＊＊＊ 0.101514 0.6624958 ＊＊＊ 0.100686 0.074142 ＊＊＊ 0.026108
d9808 0.38093 ＊＊＊ 0.101515 0.3409547 ＊＊＊ 0.100687 0.054046 ＊＊ 0.026108
d9809 0.519062 ＊＊＊ 0.101515 0.4776067 ＊＊＊ 0.100687 0.067854 ＊＊＊ 0.026108
d9810 0.49721 ＊＊＊ 0.101515 0.4563255 ＊＊＊ 0.100687 0.06203 ＊＊ 0.026108
d9811 0.515097 ＊＊＊ 0.101516 0.4898028 ＊＊＊ 0.100688 0.036902 0.026108
d9812 0.697325 ＊＊＊ 0.101516 0.6680536 ＊＊＊ 0.100688 0.030684 0.026109
d9901 0.479521 ＊＊＊ 0.101517 0.4554339 ＊＊＊ 0.100689 0.020626 0.026109
d9902 0.434513 ＊＊＊ 0.101517 0.4060765 ＊＊＊ 0.10069 0.021306 0.026109
d9903 0.601763 ＊＊＊ 0.101518 0.5705426 ＊＊＊ 0.10069 0.038055 0.026109
d9904 0.517641 ＊＊＊ 0.101519 0.4837445 ＊＊＊ 0.100691 0.042745 0.026109
d9905 0.500926 ＊＊＊ 0.101519 0.4757335 ＊＊＊ 0.100691 0.056218 ＊＊ 0.026109
d9906 0.423712 ＊＊＊ 0.10152 0.4008336 ＊＊＊ 0.100692 0.029403 0.026109
d9907 0.65643 ＊＊＊ 0.10152 0.637957 ＊＊＊ 0.100692 0.027512 0.02611
d9908 0.462557 ＊＊＊ 0.101521 0.4397207 ＊＊＊ 0.100693 0.048163 ＊ 0.02611
d9909 0.537034 ＊＊＊ 0.101522 0.5110538 ＊＊＊ 0.100694 0.025639 0.02611
d9910 0.419847 ＊＊＊ 0.101522 0.3889792 ＊＊＊ 0.100695 0.034389 0.02611
d9911 0.332968 ＊＊＊ 0.101517 0.2875816 ＊＊＊ 0.100689 0.057734 ＊＊ 0.026109
d9605×本人 −0.03985 0.115498 −0.007991 0.114556 −0.04463 0.029704
d9606×本人 0.040428 0.115498 0.0625385 0.114556 −0.01466 0.029704
d9607×本人 0.100664 0.115498 0.1129268 0.114556 0.015111 0.029704
d9608×本人 0.187333 0.115498 0.1992098 ＊ 0.114556 −0.02136 0.029704
d9609×本人 0.020752 0.115498 0.0453094 0.114556 −0.0105 0.029704
d9610×本人 0.019878 0.115498 0.0182448 0.114556 −0.00381 0.029704
d9611×本人 0.0845 0.115498 0.1037343 0.114556 −0.01685 0.029704
d9612×本人 0.003873 0.115498 0.0348047 0.114556 −0.03207 0.029704
d9701×本人 0.075525 0.115498 0.0851593 0.114556 −0.03159 0.029704
d9702×本人 −0.05153 0.115498 −0.042531 0.114556 −0.04566 0.029704
d9703×本人 −0.00975 0.115498 0.0232712 0.114556 −0.06726 ＊＊ 0.029704
d9704×本人 0.058771 0.115497 0.0932616 0.114556 −0.05629 ＊ 0.029704
d9705×本人 0.048233 0.115497 0.0903586 0.114556 −0.05618 ＊ 0.029704
d9706×本人 −0.02011 0.115497 0.0203199 0.114556 −0.06964 ＊＊ 0.029704
d9707×本人 0.051629 0.115497 0.0936055 0.114555 −0.05985 ＊＊ 0.029704
d9708×本人 0.220876 ＊ 0.115497 0.2554808 ＊＊ 0.114555 −0.01479 0.029704
d9709×本人 −0.01108 0.115497 −0.0004427 0.114555 −0.00834 0.029704
d9710×本人 −0.01446 0.115497 −0.0063715 0.114555 −0.00294 0.029704
d9711×本人 0.119095 0.115497 0.1366838 0.114555 −0.02719 0.029704
d9712×本人 0.110281 0.115497 0.1164606 0.114555 0.006483 0.029704
d9801×本人 0.091841 0.115497 0.1083146 0.114556 −0.0348 0.029704
d9802×本人 −0.01111 0.115497 0.0190758 0.114556 −0.03353 0.029704
d9803×本人 −0.17694 0.115497 −0.152154 0.114556 −0.04025 0.029704
d9804×本人 −0.11346 0.115498 −0.0864666 0.114556 −0.05133 ＊ 0.029704
d9805×本人 −0.09927 0.115498 −0.0466429 0.114556 −0.0739 ＊＊ 0.029704
d9806×本人 −0.14742 0.115497 −0.1099249 0.114555 −0.07416 ＊＊ 0.029704
d9807×本人 −0.0595 0.115497 −0.0347814 0.114556 −0.0619 ＊＊ 0.029704
d9808×本人 0.072751 0.115497 0.1094443 0.114556 −0.04008 0.029704
d9809×本人 −0.05594 0.115497 −0.0171498 0.114556 −0.05535 ＊ 0.029704
d9810×本人 −0.06622 0.115498 −0.04007 0.114556 −0.04626 0.029704
d9811×本人 −0.05455 0.115498 −0.0446937 0.114556 −0.02426 0.029704
d9812×本人 −0.05027 0.115498 −0.0278762 0.114556 −0.01583 0.029704
d9901×本人 0.078804 0.115498 0.0910996 0.114556 −0.0228 0.029704
d9902×本人 −0.08474 0.115498 −0.0641988 0.114556 −0.01492 0.029704
d9903×本人 0.023114 0.115498 0.0477791 0.114556 −0.01502 0.029704
d9904×本人 0.001587 0.115498 0.0233293 0.114556 −0.01807 0.029705
d9905×本人 −0.03366 0.115498 −0.0178008 0.114557 −0.04472 0.029705
d9906×本人 0.033016 0.115498 0.0408877 0.114557 −0.01106 0.029705
d9907×本人 0.1056 0.115499 0.1095165 0.114557 0.018679 0.029705
d9908×本人 0.184591 0.115499 0.1817763 0.114557 0.003645 0.029705
d9909×本人 0.112728 0.115499 0.1180418 0.114557 0.025212 0.029705
d9910×本人 0.128453 0.115499 0.1307725 0.114557 0.006882 0.029705
d9911×本人 0.077666 0.115493 0.1141874 0.114552 −0.04642 0.029703
性別 −0.19416 ＊＊＊ 0.017241 −0.2248808 ＊＊＊ 0.0171 0.049216 ＊＊＊ 0.004434
年齢 −0.10647 ＊＊＊ 0.002632 −0.1040845 ＊＊＊ 0.00261 −0.00688 ＊＊＊ 0.000677
年齢2乗 0.002353 ＊＊＊ 3.04E −05 0.002306 ＊＊＊ 3.01E −05 0.000125 ＊＊＊ 7.81E −06
本人 −0.194 ＊＊＊ 0.083089 −0.1539719 ＊ 0.082412 −0.07348 ＊＊＊ 0.021369
ln（標準報酬月額） −0.251284 ＊＊＊ 0.014216 −0.2176519 ＊＊＊ 0.0141 −0.06268 ＊＊＊ 0.003656
定数項 2.867835 ＊＊＊ 0.113845 2.608898 ＊＊＊ 0.112917 −1.76339 ＊＊＊ 0.029279

Number of obs 803163 803163 803163
Adj R-squared 0.0535 0.0526 0.0022

注）＊＊＊は１％基準，＊＊は５％基準，＊は10％基準で有意。
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表３　月次ダミーによる高血圧点数の事実発見的な推計
推計（4） 推計（5） 推計（6）

ln（総点数） ln（外来点数） ln（入院点数）
係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差

d9605 0.057783 0.088543 0.0474315 0.088226 0.014184 0.015007
d9606 0.01357 0.088543 0.0083787 0.088226 0.011579 0.015007
d9607 0.081294 0.088543 0.0762345 0.088226 0.013846 0.015007
d9608 0.036055 0.088543 0.0293539 0.088226 0.016103 0.015007
d9609 0.024916 0.088544 0.017747 0.088226 0.016044 0.015007
d9610 0.173043 ＊ 0.088544 0.1667954 ＊ 0.088226 0.016468 0.015007
d9611 0.141758 0.088544 0.1421791 0.088227 0.009374 0.015007
d9612 0.337693 ＊＊＊ 0.088544 0.3368595 ＊＊＊ 0.088227 −0.001294 0.015007
d9701 0.079313 0.088545 0.0805688 0.088227 0.003729 0.015007
d9702 0.197608 ＊＊ 0.088545 0.1898415 ＊＊ 0.088227 0.003714 0.015007
d9703 0.368797 ＊＊＊ 0.088545 0.3660166 ＊＊＊ 0.088228 0.008787 0.015007
d9704 0.3309 ＊＊＊ 0.088546 0.3198269 ＊＊＊ 0.088228 0.015264 0.015007
d9705 0.2948 ＊＊＊ 0.088546 0.2840451 ＊＊＊ 0.088229 0.017632 0.015007
d9706 0.211355 ＊＊ 0.088546 0.1982687 0.088229 0.022048 0.015007
d9707 0.277977 ＊＊＊ 0.088547 0.2665961 ＊＊＊ 0.088229 0.015515 0.015007
d9708 0.25751 ＊＊＊ 0.088548 0.2440314 ＊＊＊ 0.08823 0.012771 0.015007
d9709 0.264617 ＊＊＊ 0.088549 0.2447659 ＊＊＊ 0.088231 0.021305 0.015007
d9710 0.454494 ＊＊＊ 0.08855 0.428278 ＊＊＊ 0.088232 0.02953 ＊＊ 0.015008
d9711 0.356742 ＊＊＊ 0.08855 0.341405 ＊＊＊ 0.088233 0.029185 ＊ 0.015008
d9712 0.562751 ＊＊＊ 0.088551 0.5401965 ＊＊＊ 0.088233 0.024484 0.015008
d9801 0.265083 ＊＊＊ 0.088551 0.2548621 ＊＊＊ 0.088234 0.01245 0.015008
d9802 0.247804 ＊＊＊ 0.088552 0.2369538 ＊＊＊ 0.088235 0.013896 0.015008
d9803 0.50994 ＊＊＊ 0.088553 0.4989965 ＊＊＊ 0.088235 0.018353 0.015008
d9804 0.505375 ＊＊＊ 0.088554 0.4979224 ＊＊＊ 0.088236 0.012675 0.015008
d9805 0.49351 ＊＊＊ 0.088554 0.4766587 ＊＊＊ 0.088237 0.026424 ＊ 0.015008
d9806 0.509034 ＊＊＊ 0.088555 0.4878176 ＊＊＊ 0.088237 0.025578 ＊ 0.015009
d9807 0.591775 ＊＊＊ 0.088556 0.5735144 ＊＊＊ 0.088238 0.025795 ＊ 0.015009
d9808 0.389187 ＊＊＊ 0.088557 0.37033 ＊＊＊ 0.088239 0.035058 ＊＊ 0.015009
d9809 0.506351 ＊＊＊ 0.088558 0.4886725 ＊＊＊ 0.088241 0.028734 ＊ 0.015009
d9810 0.595319 ＊＊＊ 0.088559 0.5738922 ＊＊＊ 0.088241 0.038708 ＊＊＊ 0.015009
d9811 0.562482 ＊＊＊ 0.08856 0.5388762 ＊＊＊ 0.088242 0.032085 ＊＊ 0.015009
d9812 0.849309 ＊＊＊ 0.08856 0.8261691 ＊＊＊ 0.088243 0.029024 ＊ 0.015009
d9901 0.522814 ＊＊＊ 0.088562 0.5154131 ＊＊＊ 0.088244 0.014621 0.01501
d9902 0.577085 ＊＊＊ 0.088563 0.5638188 ＊＊＊ 0.088246 0.019763 0.01501
d9903 0.849724 ＊＊＊ 0.088565 0.8278638 ＊＊＊ 0.088247 0.035837 ＊＊ 0.01501
d9904 0.866191 ＊＊＊ 0.088566 0.835626 ＊＊＊ 0.088248 0.040746 ＊＊＊ 0.01501
d9905 0.767163 ＊＊＊ 0.088567 0.7431274 ＊＊＊ 0.088249 0.030743 ＊＊ 0.015011
d9906 0.837299 ＊＊＊ 0.088568 0.8155181 ＊＊＊ 0.08825 0.028191 ＊ 0.015011
d9907 1.000994 ＊＊＊ 0.088569 0.9865676 ＊＊＊ 0.088251 0.018992 0.015011
d9908 0.829273 ＊＊＊ 0.08857 0.8097823 ＊＊＊ 0.088253 0.019552 0.015011
d9909 0.922115 ＊＊＊ 0.088572 0.9017408 ＊＊＊ 0.088254 0.041732 ＊＊＊ 0.015011
d9910 1.015803 ＊＊＊ 0.088573 0.9954024 ＊＊＊ 0.088255 0.027985 ＊ 0.015012
d9911 0.967166 ＊＊＊ 0.088574 0.9456976 ＊＊＊ 0.088257 0.038554 ＊＊＊ 0.015012
d9605×本人 −0.02275 0.102625 −0.0134093 0.102257 −0.01644 0.017393
d9606×本人 −0.081 0.102625 −0.0706628 0.102257 −0.02433 0.017393
d9607×本人 0.107458 0.102625 0.115679 0.102257 −0.01697 0.017393
d9608×本人 0.101068 0.102625 0.115559 0.102257 −0.02504 0.017393
d9609×本人 0.046186 0.102625 0.0592955 0.102257 −0.01976 0.017393
d9610×本人 −0.07408 0.102625 −0.0611237 0.102257 −0.03489 ＊＊ 0.017393
d9611×本人 0.095742 0.102625 0.1020567 0.102257 −0.02352 0.017393
d9612×本人 0.003535 0.102625 0.0085409 0.102257 −0.01144 0.017393
d9701×本人 −0.04816 0.102625 −0.04104 0.102257 −0.01825 0.017393
d9702×本人 −0.12317 0.102625 −0.1127526 0.102257 −0.01184 0.017393
d9703×本人 −0.02318 0.102625 −0.0150884 0.102257 −0.01419 0.017393
d9704×本人 −0.03792 0.102625 −0.0222321 0.102257 −0.02098 0.017393
d9705×本人 0.075407 0.102625 0.0899613 0.102257 −0.01973 0.017393
d9706×本人 −0.00707 0.102625 0.0080312 0.102257 −0.02321 0.017393
d9707×本人 0.13943 0.102625 0.150586 0.102257 −0.01051 0.017393
d9708×本人 0.174228 ＊ 0.102625 0.1939354 ＊ 0.102257 −0.01189 0.017393
d9709×本人 0.026381 0.102625 0.0483236 0.102257 −0.02174 0.017393
d9710×本人 −0.16435 0.102625 −0.1337443 0.102257 −0.03176 ＊ 0.017393
d9711×本人 −0.0671 0.102625 −0.049792 0.102257 −0.03105 ＊ 0.017393
d9712×本人 −0.02987 0.102625 −0.009007 0.102257 −0.02663 0.017393
d9801×本人 −0.06185 0.102625 −0.0500754 0.102257 −0.01588 0.017393
d9802×本人 −0.08736 0.102625 −0.0691718 0.102257 −0.02979 ＊ 0.017393
d9803×本人 −0.03054 0.102625 −0.0162878 0.102257 −0.02195 0.017393
d9804×本人 −0.05469 0.102625 −0.0436593 0.102257 −0.01585 0.017393
d9805×本人 0.000281 0.102625 0.0229714 0.102257 −0.03114 ＊ 0.017393
d9806×本人 −0.06667 0.102625 −0.0466725 0.102257 −0.02371 0.017393
d9807×本人 0.032911 0.102625 0.051142 0.102257 −0.0222 0.017393
d9808×本人 0.041395 0.102625 0.0621666 0.102257 −0.03425 ＊＊ 0.017393
d9809×本人 −0.02947 0.102625 −0.0129273 0.102257 −0.0281 0.017393
d9810×本人 −0.09623 0.102625 −0.0765063 0.102257 −0.0403 ＊＊ 0.017393
d9811×本人 −0.0559 0.102625 −0.0351637 0.102257 −0.03242 ＊ 0.017393
d9812×本人 −0.10921 0.102625 −0.0867937 0.102257 −0.02296 0.017393
d9901×本人 −0.08104 0.102625 −0.0724443 0.102257 −0.02246 0.017393
d9902×本人 −0.14333 0.102625 −0.1358712 0.102257 −0.02264 0.017393
d9903×本人 −0.05941 0.102625 −0.0449903 0.102257 −0.0265 0.017393
d9904×本人 −0.10014 0.102625 −0.0807873 0.102257 −0.02928 ＊ 0.017393
d9905×本人 −0.0238 0.102625 −0.0092408 0.102257 −0.01987 0.017393
d9906×本人 −0.14702 0.102625 −0.1366433 0.102257 −0.00804 0.017393
d9907×本人 −0.08972 0.102625 −0.0893955 0.102257 0.009296 0.017393
d9908×本人 −0.02332 0.102625 −0.014277 0.102257 0.001165 0.017393
d9909×本人 −0.1041 0.102625 −0.0960908 0.102257 −0.01914 0.017393
d9910×本人 −0.2817 ＊＊＊ 0.102625 −0.2676982 ＊＊＊ 0.102257 −0.01827 0.017393
d9911×本人 −0.33791 ＊＊＊ 0.102625 −0.3193567 ＊＊＊ 0.102257 −0.0426 ＊＊ 0.017393
性別 0.175034 ＊＊＊ 0.015044 0.1553339 ＊＊＊ 0.01499 0.019526 ＊＊＊ 0.00255
年齢 0.116313 ＊＊＊ 0.003493 0.1186852 ＊＊＊ 0.003481 −0.00431 ＊＊＊ 0.000592
年齢2乗 0.000105 ＊＊＊ 0.000037 0.0000705 ＊ 3.69E −05 6.38E −05 ＊＊＊ 6.27E −06
本人 0.209586 ＊＊＊ 0.073604 0.2145463 ＊＊＊ 0.07334 0.007668 0.012475
ln（標準報酬月額） −0.15247 ＊＊＊ 0.012935 −0.1408664 ＊＊＊ 0.012889 −0.01705 ＊＊＊ 0.002192
定数項 −3.82153 ＊＊＊ 0.114705 −3.933476 ＊＊＊ 0.114293 −2.12411 ＊＊＊ 0.01944

Number of obs 893420 893420 893420
Adj R-squared 0.0608 0.0604 0.0007

注）＊＊＊は１％基準，＊＊は５％基準，＊は10％基準で有意。
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グラフ３　推定結果１（糖尿病，ln（総点数））のダミー係数の推移

グラフ４　推定結果２（糖尿病，ln（外来点数））のダミー係数の推移

グラフ５　推定結果３（糖尿病，ln（入院点数））のダミー係数の推移
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グラフ６　推定結果４（高血圧，ln（総点数））のダミー係数の推移

グラフ７　推定結果５（高血圧，ln（外来点数））のダミー係数の推移

グラフ８　推定結果６（高血圧，ln（入院点数））のダミー係数の推移
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フ）。しかしながら，その後の引きあがり方は家族を上回るペースであり，２年後ぐらいには
家族を上回る点数水準に回復していることがわかる。これは，グラフ４の推定結果２（糖尿病，
ln（外来点数））のダミー係数の推移をみても，ほぼ同様の動きとなっている。さらに，グラ
フ５　推定結果３（糖尿病，ln（入院点数））のダミー係数の推移をみても，97年９月ごろか
ら本人の点数が家族よりも下がり，その後に急速に引きあがって行き，ついには家族を上回る
水準に達しており，自己負担率引上げが動態的に中立化していることがうかがわれる。
一方，高血圧については，グラフ６（ln（総点数）），グラフ７（ln（外来点数））の通り，自

己負担率引上げ後に点数水準が本人について引き下がった後，その後回復している様子は伺わ
れない。むしろ，本人と家族の差異はその後も拡大しており，本人の点数が動態的に下がり続
けているように見える。もっとも，グラフ８の推定結果６（高血圧，ln（入院点数））のダミー
係数の推移では，本人の入院点数が自己負担率引上げ後，一度下がったものの２年後ぐらいま
でに回復していっているようにみえる。ただし，糖尿病ほど明確な動きとはなっていない。

3.2　作業仮説
以上の観察結果からは，①糖尿病については，自己負担率引上げがいったん医療費の抑制を

生んだものの，その後の医療費の上昇ペースはレファレンスグループ（コントロールグループ）
である家族を上回り，元の水準に回復していること，②しかしながら，高血圧，特に外来では
そのような傾向がみられないこと，などが示唆された。
さて，まず糖尿病で観察された動態的な中立化効果であるが，そのようなことが起こる理論

的な可能性として次の４つの説明があると思われる。
第一は，医師会などの医療関係者が指摘するように，受診率抑制が健康状態を悪化させ中長

期的な医療費を高めるというものである。通常，経済学が想定するような合理的な個人の場合
には，このような矛盾する行動は起こりえないが，近年の行動経済学の発展により，ハイパー
ボリックな時間選好率を持つ場合には，こうした時間非整合的な行動を起こすことを矛盾無く
説明することができるし，実証的にも将来に対して楽観的なバイアスを持ちやすいことから将
来の危険を覚悟せずに受診率を低める可能性がある（多田（2003）など）。また，そうした効
用関数を想定しなくても，病気の知識が足りないことや，経験していない事態のリスクを甘く
見積もるという情報の不完全性を想定すればそのような行動が起こりうる。特に，糖尿病や高
血圧は疾病自体は比較的自覚症状を伴いにくい病気であるために，現実に通院を怠り，合併症
などを発症して通院・入院に至るのかもしれない。さらに，合理的な説明という意味では，流
動性制約がある場合には，このような矛盾した行動が起きることが考えられる。つまり，低所
得者は，自己負担増が賄えずに受診率を低めてしまうということが起きるかもしれない。情報
の不完全性や時間選好率などは，レセプトデータからうかがい知ることは不可能であるが，所
得については標準報酬月額が把握されているので，低所得者と高所得者で行動が異なるかどう
かを検証することが出来る。
第二に，泉田（2004）が指摘しているように，高額療養費制度が関連している可能性がある。

すなわち，自己負担率増加によって高額医療費に達する割合が増加したと考えられるが，ひと
たび，高額医療費の上限に達すると限界的な自己負担率は０になるために，その後の医療費に
モラルハザードが生じる可能性がある。また，第三の可能性としては，医師誘発需要が指摘で
きる。つまり，自己負担率引上げによって受診率引下げに直面した医師が一定の収入を確保す



慢性疾患と自己負担率引上げ（鈴木）

179

るために，受診者への診療密度・一回あたり医療費を上げるという可能性である。ただし，こ
の場合には，自己負担率が引きあがった本人だけの診療密度を上げるということは不自然な行
動であり，本人と家族の医療費推移の「差」を説明することは難しいと考えられる。第四の可
能性は，97年９月以降に起きた別の医療制度変更が影響しているというものである。この97年
９月から99年11月の期間では，そのような候補として98年４月の診療報酬改定が考えられる。
しかしながら，このときの改定では，医療機関本体における人件費及び物件費の上昇分を医療
の質の向上の名目で1.5％の引き上げが行われた。また，部分的には，長期入院の是正，検査・
画像診断の適正化等を医療の合理化の名目で削減したものの，その財源を判断料などの充実に
当てることにより，差し引き0.7％の引き上げとなり，合計2.2％の引き上げとなっている。薬
価については2.7％程度の引下げとなっているが，これは診療報酬改定のたびに行われてきた
ペースであり，両者が相殺し合っているとしても，医師誘発需要を引きこすほどのインパクト
は想像できない5）。したがって，グラフ３から５の糖尿病の総点数の本人と家族の差異につい
ては事実上，受診抑制による医療費増加説と高額療養費制度影響説の２つの可能性にかぎられ
るのではないかと思われる。
一方，高血圧について，糖尿病のように本人の医療費引上げペースが家族を上回らず，むし

ろ下がってきているという動きについては，どのような行動仮説が想定できるであろうか。ひ
とつの可能性は，自己負担率改定で受診抑制がそもそも起きなかった可能性が上げられる。ま
た，グラフ１，２で見たように高血圧の医療費は糖尿病よりもかなり低いために，高額療養費
制度に掛かる確率が低く，したがって限界自己負担率低下効果が見られていない可能性があ
る。しかしながら，これらでは本人の医療費引下げペースが家族よりも下がってきているとい
う動きは説明できない。医師誘発需要説はもちろんのこと，制度改正説も当てはまるものは見
当たらない。

４．差分の差推計による動態的効果の検証

4.1　モデル
そこで，前節の事実発見（fact findings）や仮説を検証するために，トレンドを考慮した差分

の差推計（Difference in Difference Estimation）を用いたモデルを推計する。差分の差推計を用
いた自己負担率改定の影響については，既に本稿と同様の111健保組合レセプトデータを５％
抽出で用いて，鈴木（2005a），Kan and Suzuki（2006）が価格弾力性の計測を行っている。す
なわち，外来日数，ln（１日あたり外来医療費），入院確率，ln（入院医療費）を被説明変数，
説明変数を年齢，性別，ln（標準報酬月額），疾病ダミーなどの属性変数とともに，「本人ダミー，
改定後ダミー，本人ダミー×改定後ダミー」の３つの変数を加え，家族をコントロールグルー
プとした推定を行っている。その結果，本人ダミー×自己負担引上げ後ダミーは全ての被説明
変数で負に有意な結果が得られ，弾力性も全てについてほぼ妥当な値が得られている。
本稿の推定では，こうした水準値の差分の差だけではなく，本人のその後の医療費の伸びの

純粋な効果も抽出したいので，トレンドに対する差分の差もモデルに組み込むことにする。す

5） このほか，老人慢性疾患外来総合診療科（外総診）も若干の変更があったが，このデータでは老健加入者
は対象としていない。
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なわち，①改定後，②本人×改定後，③本人に加えて，④トレンド，⑤トレンド×改定後，⑥
トレンド×改定後×本人，⑦トレンド×本人の各変数を加えて，「⑥トレンド×改定後×本人」
が有意な値をどのような符号でとるのかという点に着目することにする。医療費の中立化効果
がある場合には，正で有意な値をとることになる。このほか，説明変数としては，年齢，年齢
２乗，性別，ln（標準報酬月額）をコントロールすることにする。
被説明変数については，① ln（総点数），② ln（外来点数），③ ln（入院点数）のほかに6），

②③をさらにブレークダウンするために，④外来受診確率（受診１，無受診０），⑤受診者の
みの ln（外来点数），⑥入院確率（受診１，無受診０），⑦入院者のみの ln（入院点数）も推
計を行う。これは，Newhouse and the Insurance Experiment Group（1993）以来の４パートモデ
ルに即したものであり，受診あるいは入院選択は患者の意思決定，受診後の日数や医療費，入
院後の日数，医療費などは医師側の意思決定（あるいは患者と医師の双方の意思決定）である
という想定から別の確率過程として推定を分けている。①～⑦の推定のセットを，２のデータ
セットで触れた６つのエピソードデータ（糖尿病医療費（合併症含むベース：標準ケース），
糖尿病医療費（当該病名のみ），糖尿病医療費（全疾病＋調剤），高血圧医療費（合併症含むベー
ス：標準ケース），高血圧医療費（当該病名のみ），高血圧医療費（全疾病＋調剤））を用いて
推定を行う。推定方法は，ln（点数）が Random Effect GLS，外来確率，入院確率が Random 
Effect Probit Modelである。

4.2　推定結果１（糖尿病）
糖尿病の標準ケースの推定結果が表４である。上段の推定７～９をみると，鈴木（2005a），

Kan and Suzuki（2006）同様，ln（総点数），ln（外来点数），ln（入院点数）の全てで本人×改
定後は負に有意となっており，医療費抑制効果が短期的に働いたことがわかる。一方，今回の
焦点であるトレンド×改定後×本人については，ln（入院点数）のみが有意であり，はやり，
３節の推計から予想されたとおり，正の値となっている。すなわち，医療費の回復効果がある
ことがわかる。一方，下段のブレークダウンした推計をみると，入院については入院確率（推
定12），入院後の ln（入院点数）（推定13）の双方ともにトレンド×改定後×本人が正で有意で
ある一方，外来は外来通院確率（推定10），ln（外来点数）（推定11）ともに有意ではないこと
から，主に入院増，入院医療費増を通じて，医療費の回復効果が働いているということがわか
る。外来については，外来通院確率（推定10），ln（外来点数）（推定11）とも本人×改定後と
いう変数は負で有意であり，受診抑制が起きていたことがわかる。また，入院についても同様
であり，「入院抑制」とでも呼ぶ現象も起きている。
表５は糖尿病の病名が付いているものだけを取り出して作ったエピソードデータを用いた推

定結果であるが，ほとんど表４の結果と変化がないが，有意度は全体としてやや下がっている。
例えば，推定16にみるようにトレンド×改定後×本人については，10％基準で見てかろうじて
有意な結果となっており，推定19，20のブレークダウンでは，有意を保てなくなっている。一
方，全疾病の入院・外来・調剤の合計エピソードデータで推計した表６についても，ほぼ表４
と同様の結果が得られており，結果の頑健性が確認できる。ただし，推定23の入院をブレーク
ダウンした推定では，推定26の入院確率におけるトレンド×改定後×本人が優位になる一方，

6） 先に説明したようにこれらは，無受診の０を含めたいために＋0.1をして対数をとっている。
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表４　糖尿病医療費（合併症含むベース）関数の推定結果
推定（7） 推定（8） 推定（9）

ln（総点数） ln（外来点数） ln（入院点数）

RE-GLS RE-GLS RE-GLS

係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差

改定後 0.130133 ＊＊＊ 0.050202 0.125777 ＊＊ 0.0499072 0.009512 0.01651

本人×改定後 −0.14602 ＊＊＊ 0.057082 −0.1213463 ＊＊ 0.0567473 −0.05649 ＊＊＊ 0.018782

本人 −0.23879 ＊＊＊ 0.085887 −0.2284212 ＊＊＊ 0.0850363 −0.0546 ＊＊＊ 0.014676

トレンド 0.016572 ＊＊＊ 0.002653 0.0148849 ＊＊＊ 0.0026374 0.003066 ＊＊＊ 0.000871

トレンド×改定後 −0.00716 ＊＊ 0.002959 −0.005905 ＊＊ 0.0029411 −0.00231 ＊＊ 0.000973

トレンド×改定後×本人 0.001616 0.003365 −0.000557 0.0033451 0.004279 ＊＊＊ 0.001107

トレンド×本人 0.002847 0.003011 0.0046674 0.0029938 −0.00324 ＊＊＊ 0.000991

性別 −0.17303 ＊＊ 0.070369 −0.173439 ＊＊ 0.069634 0.030411 ＊＊＊ 0.009651

年齢 −0.06316 ＊＊＊ 0.00926 −0.0548484 ＊＊＊ 0.0091776 −0.009 ＊＊＊ 0.001451

年齢2乗 0.001817 ＊＊＊ 0.000106 0.0017045 ＊＊＊ 0.0001049 0.000147 ＊＊＊ 1.67Ｅ−05

ln（標準報酬月額） −0.26589 ＊＊＊ 0.039231 −0.2769637 ＊＊＊ 0.0389296 −0.03391 ＊＊＊ 0.007416

定数項 2.23135 ＊＊＊ 0.277636 2.116504 ＊＊＊ 0.2752798 −1.88946 ＊＊＊ 0.048205

ρ 0.445875 0.44332123

Number of obs 803163 803163 803163

Number of groups 18256 18256 18256

R-sq 0.0527 0.0518 0.002

注）＊＊＊は１％基準，＊＊は５％基準，＊は10％基準で有意。

推定（10） 推定（11） 推定（12） 推定（13）

外来通院確率 ln（外来点数：通院サンプル） 入院確率 ln（入院点数：入院サンプル）

RE-Probit RE-GLS RE-Probit RE-GLS

係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差

改定後 0.045849 ＊＊ 0.022287 0.0446357 ＊＊＊ 0.0152933 −0.04175 0.065648 0.235308 0.1498456

本人×改定後 −0.04175 ＊ 0.025382 −0.072886 ＊＊＊ 0.0174265 −0.17534 ＊＊ 0.07693 −0.30679 ＊ 0.1821617

本人 −0.00353 0.025979 −0.0227404 0.0181392 −0.15424 ＊＊＊ 0.053178 0.020669 0.1111036

トレンド 0.005841 ＊＊＊ 0.00118 0.0031736 ＊＊＊ 0.0008197 0.007143 ＊＊ 0.00343 0.015213 ＊＊ 0.0076972

トレンド×改定後 −0.00199 0.001316 −0.0030933 ＊＊＊ 0.0009116 −0.00388 0.003825 −0.01636 ＊ 0.0086843

トレンド×改定後×本人 −0.00031 0.001499 0.0003362 0.0010388 0.013273 ＊＊＊ 0.00451 0.020972 ＊＊ 0.0106446

トレンド×本人 0.001925 0.001344 0.0002585 0.0009334 −0.00864 ＊＊ 0.004052 −0.01716 ＊ 0.0094584

性別 −0.12183 ＊＊＊ 0.021106 −0.0078159 0.0136191 0.086441 ＊＊＊ 0.032416 0.132832 ＊＊＊ 0.0497901

年齢 −0.04662 ＊＊＊ 0.00224 −0.0010199 0.0020097 −0.02526 ＊＊＊ 0.006288 0.01384 ＊ 0.0078931

年齢2乗 0.000943 ＊＊＊ 2.67Ｅ−05 0.0001493 ＊＊＊ 0.000023 0.00045 ＊＊＊ 6.78Ｅ−05 −7.5Ｅ−05 0.0000894

ln（標準報酬月額） −0.08704 ＊＊＊ 0.014333 −0.0568263 ＊＊＊ 0.009256 −0.10787 ＊＊＊ 0.026629 0.017373 0.0407663

定数項 0.314111 ＊＊＊ 0.090805 6.966027 ＊＊＊ 0.0630905 −2.30705 ＊＊＊ 0.200134 9.245437 ＊＊＊ 0.2802385

ρ 0.465019 0.39576752 0.43696 0.319803

Number of obs 803163 355134 803163 7417

Number of groups 18256 18242 18256 3024

R-sq 0.0162 0.013

注）＊＊＊は１％基準，＊＊は５％基準，＊は10％基準で有意。
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表５　糖尿病医療費（当該病名のみ）関数の推定結果
推定（14） 推定（15） 推定（16）

ln（総点数） ln（外来点数） ln（入院点数）

RE-GLS RE-GLS RE-GLS

係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差

改定後 0.069315 ＊ 0.040613 0.0848358 ＊＊ 0.0401294 −0.01116 0.012767

本人×改定後 −0.13842 ＊＊＊ 0.046175 −0.1397199 ＊＊＊ 0.0456251 −0.01829 0.014524

本人 −0.19521 ＊＊ 0.08121 −0.1845817 ＊＊ 0.0804745 −0.02086 ＊＊ 0.010411

トレンド 0.014761 ＊＊＊ 0.002148 0.0145189 ＊＊＊ 0.0021228 0.001156 ＊ 0.000674

トレンド×改定後 −0.00354 0.002393 −0.0038211 0.0023648 −0.0004 0.000753

トレンド×改定後×本人 0.003317 0.002722 0.0030748 0.0026895 0.001539 ＊ 0.000856

トレンド×本人 0.002757 0.002436 0.0029441 0.0024071 −0.00122 0.000766

性別 0.135759 ＊＊ 0.067722 0.1434856 ＊＊ 0.0671273 0.004806 0.006332

年齢 −0.01935 ＊＊ 0.00835 −0.0180198 ＊＊ 0.0082653 −0.0048 ＊＊＊ 0.000958

年齢2乗 0.001018 ＊＊＊ 9.49E −05 0.0009948 ＊＊＊ 0.0000939 7.36E −05 ＊＊＊ 0.000011

ln（標準報酬月額） −0.12228 ＊＊＊ 0.0337 −0.1376187 ＊＊＊ 0.0333299 −0.01625 ＊＊＊ 0.004984

定数項 −0.85207 ＊＊＊ 0.246687 −0.8138172 ＊＊＊ 0.2441426 −2.07436 ＊＊＊ 0.032334

ρ 0.542128 0.54385321 0.061558

Number of obs 803163 803163 803163

Number of groups 18256 18256 18256

R-sq 0.0346 0.0344 0.0008

注）＊＊＊は１％基準，＊＊は５％基準，＊は10％基準で有意。

推定（17） 推定（18） 推定（19） 推定（20）

外来通院確率 ln（外来点数：通院サンプル） 入院確率 ln（入院点数：入院サンプル）

RE-Probit RE-GLS RE-Probit RE-GLS

係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差

改定後 0.046868 ＊ 0.027528 0.0538268 ＊＊＊ 0.0192314 −0.1058 0.081102 −0.26624 0.1965684

本人×改定後 −0.08528 ＊＊＊ 0.031017 −0.0424066 ＊ 0.021692 −0.11065 0.095178 0.140562 0.2359069

本人 −0.0849 ＊＊＊ 0.026625 0.0257737 0.0222898 −0.19015 ＊＊＊ 0.067272 −0.07427 0.1388261

トレンド 0.009365 ＊＊＊ 0.001498 0.0041726 ＊＊＊ 0.0010456 0.004246 0.004224 0.004493 0.0096472

トレンド×改定後 −0.00135 0.001654 −0.0053857 ＊＊＊ 0.0011585 0.000441 0.004715 0.005535 0.0111338

トレンド×改定後×本人 0.001596 0.001863 0.000341 0.0013068 0.008027 0.005559 −0.00229 0.013526

トレンド×本人 0.001397 0.001686 0.0003366 0.0011781 −0.00494 0.00499 −0.00454 0.011814

性別 0.068235 ＊＊＊ 0.019184 −0.072027 ＊＊＊ 0.016456 0.083427 ＊＊ 0.040048 0.186894 ＊＊＊ 0.0611902

年齢 −0.03062 ＊＊＊ 0.002564 −0.0060703 ＊＊ 0.0025759 −0.01853 ＊＊＊ 0.005722 0.00309 0.0097671

年齢2乗 0.000661 ＊＊＊ 2.93E −05 0.0001348 ＊＊＊ 0.0000292 0.000324 ＊＊＊ 6.53E −05 4.85E −05 0.0001123

ln（標準報酬月額） −0.10968 ＊＊＊ 0.015317 −0.0240642 ＊＊ 0.0110545 −0.09576 ＊＊＊ 0.029398 0.002349 0.0498268

定数項 −0.6188 ＊＊＊ 0.100123 7.052707 ＊＊＊ 0.0782163 −2.63065 ＊＊＊ 0.192827 9.566061 ＊＊＊ 0.3437259

ρ 0.540646 0.50471091 0.42364 0.385581

Number of obs 803163 205512 803163 4345

Number of groups 18256 1807 18256 2005

R-sq 0.007

注）＊＊＊は１％基準，＊＊は５％基準，＊は10％基準で有意。
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表６　糖尿病医療費（全疾病 + 調剤）関数の推定結果
推定（21） 推定（22） 推定（23）

ln（総点数） ln（外来点数） ln（入院点数）

RE-GLS RE-GLS RE-GLS

係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差

改定後 −0.01593 0.054846 −0.0305947 0.0520224 0.009844 0.021688

本人×改定後 −0.16884 ＊＊＊ 0.062369 −0.1034098 ＊ 0.0591545 −0.05958 ＊＊ 0.024671

本人 −0.1596 ＊ 0.082296 −0.2057764 ＊＊ 0.0838282 −0.09468 ＊＊＊ 0.019485

トレンド 0.017984 ＊＊＊ 0.002897 0.0167159 ＊＊＊ 0.0027484 0.003957 ＊＊＊ 0.001144

トレンド×改定後 −0.00482 0.003232 −0.0031892 0.0030658 −0.00299 ＊＊ 0.001278

トレンド×改定後×本人 0.002625 0.003676 −0.0002078 0.003487 0.004879 ＊＊＊ 0.001454

トレンド×本人 0.001506 0.00329 0.0032016 0.0031207 −0.00353 ＊＊＊ 0.001301

性別 −0.56544 ＊＊＊ 0.066083 −0.5063902 ＊＊＊ 0.0681028 0.022881 ＊ 0.012915

年齢 −0.0912 ＊＊＊ 0.009085 −0.0885102 ＊＊＊ 0.0091544 −0.01401 ＊＊＊ 0.00194

年齢2乗 0.002144 ＊＊＊ 0.000104 0.0020837 ＊＊＊ 0.0001048 0.000218 ＊＊＊ 2.24E −05

ln（標準報酬月額） −0.18861 ＊＊＊ 0.040124 −0.2318262 ＊＊＊ 0.0395248 −0.05126 ＊＊＊ 0.009894

定数項 4.306519 ＊＊＊ 0.277004 3.821475 ＊＊＊ 0.2764526 −1.60141 ＊＊＊ 0.064336

ρ 0.36369 0.4082422 0.096577

Number of obs 803163 803163 803163

Number of groups 18256 18256 18256

R-sq 0.0546 0.0536 0.0025

注）＊＊＊は１％基準，＊＊は５％基準，＊は10％基準で有意。

推定（24） 推定（25） 推定（26） 推定（27）

外来通院確率 ln（外来点数：通院サンプル） 入院確率 ln（入院点数：入院サンプル）

RE-Probit RE-GLS RE-Probit RE-GLS

係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差

改定後 −0.01116 0.021905 0.0094219 0.0143724 −0.00731 0.04982 −0.04346 0.1147539

本人×改定後 −0.03501 0.024945 −0.0484448 ＊＊＊ 0.0164844 −0.13341 ＊＊ 0.058842 −0.01222 0.1400115

本人 −0.06827 ＊＊ 0.031489 −0.0196494 0.0176498 −0.17973 ＊＊＊ 0.041689 0.009302 0.0862244

トレンド 0.006903 ＊＊＊ 0.00115 0.0011342 0.0007689 0.00589 ＊＊ 0.002609 0.004345 0.005885

トレンド×改定後 −0.00132 0.001286 −0.0010319 0.0008547 −0.00403 0.002913 −0.00198 0.0066616

トレンド×改定後×本人 0.000214 0.001466 −0.0010614 0.0009804 0.009488 ＊＊＊ 0.003458 0.004977 0.0081983

トレンド×本人 0.001103 0.00131 0.0013324 0.0008813 −0.00513 ＊ 0.003104 −0.00664 0.0072584

性別 −0.21468 ＊＊＊ 0.023355 −0.0549449 ＊＊＊ 0.0134055 −0.01417 0.024793 0.185396 ＊＊＊ 0.0404179

年齢 −0.04025 ＊＊＊ 0.003314 −0.0049647 ＊＊ 0.0019619 −0.02969 ＊＊＊ 0.003768 0.012743 ＊＊ 0.0064084

年齢2乗 0.00084 ＊＊＊ 3.83E −05 0.0002134 ＊＊＊ 0.0000225 0.000439 ＊＊＊ 4.35E −05 3.81E −05 0.0000727

ln（標準報酬月額） −0.09525 ＊＊＊ 0.015246 −0.0485956 ＊＊＊ 0.0090416 −0.08866 ＊＊＊ 0.021046 0.00953 0.0333039

定数項 0.824766 ＊＊＊ 0.096055 7.110614 ＊＊＊ 0.0614764 −1.72628 ＊＊＊ 0.136694 9.060514 ＊＊＊ 0.2241903

ρ 0.452468 0.395591

Number of obs 803163 442352 803163 13042

Number of groups 18256 18252 18256 4959

R-sq 0.0229 0.0289

注）＊＊＊は１％基準，＊＊は５％基準，＊は10％基準で有意。
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推定27では有意となっていない。また，推定24の本人×改定後は有意とはなっていない。

4.3　推定結果２（高血圧）
一方，表７は標準ケースにおける高血圧の推定結果である。推定28の ln（総点数），推定29
の ln（外来点数）をみると，「トレンド×改定後×本人」は，糖尿病とは異なり負で有意であり，
医療費を持続的に引下げてゆく効果を持ったという意外な結果となった。しかしながら，よく
みると，「本人×改定後」は正で有意であり，短期的な効果としてはむしろ自己負担率引上げ
で医療費が増したという点も通常と異なる結果であった。これを更にブレークダウンすると，
推定31の外来通院確率において「本人×改定後」は正に有意となっており，自己負担率引上げ
で受診率が短期的にはむしろ増したことが分かった。入院については全く有意な結果が得られ
ていない。
表８は病名が付いているものだけを取り出して作ったエピソードデータを用いた推定結果で

あるが，ほとんど表７と結果が変わらない。また，全疾病の入院・外来・調剤の合計エピソー
ドデータで推計した表９についてもほとんど変化がなく，結果が頑健であることが確認でき
る。表９で特徴的なのは，ln（入院点数）の推定48であり，糖尿病と同じように「トレンド×
改定後×本人」が正で有意な結果となっている。

4.4　考察
さて，以上の結果を3.3に示した諸仮説に即して考えてゆきたい。糖尿病において，外来通

院確率，入院確率が自己負担率改定後下がった一方，その後の入院確率や入院点数が増加した
という結果は，まさに日本医師会などが主張している受診抑制による医療費増加説と整合的な
結果である。ただし，ln（総点数）の「トレンド×改定後×本人」が有意ではないことをみると，
自己負担率引上げによる医療費抑制効果を完全に中立化するほどのインパクトはないようであ
る。仮に，推定７の係数を元に計算すると元の水準に戻るためには7.5年ほどの時間がかかる
ことになる（0.14602/0.001616＝90.36）。それでは，もうひとつの可能性である高額療養費制度
影響説と，受診抑制による医療費増加説のどちらのメカニズムが働いたと判断できるのであろ
うか。
表10は，改正前後の外来通院確率とその後の入院確率の変化の相関係数を取ったものであ
る。すなわち，最初の行は，改正前後の６ヶ月における通院確率の変化とその後の入院確率の
変化の相関係数が並べられている。改正前後の６ヶ月における通院確率の変化は，改正前の
６ヶ月（97年３月から97年８月）と改正後の６ヶ月（97年９月から98年２月）の平均通院確率
の差を取ったものである。一方，入院確率差１から４とは，改正直後６ヶ月の入院確率（97年
９月から98年２月）とその後の６ヶ月期間（入院確率差１は98年３月から97年８月，２は98年
９月から99年２月，３は99年３月から99年８月）の入院確率の差をとった。これらの相関は，
もし受診抑制による医療費増加説が正しいのであれば，受診確率が改正前後で下がったほどそ
の後の入院確率の増加が大きいはずであるから，負の相関係数となるはずであり，一定期間後
に効果が現れるはずである。第一行の結果はまさにそのような結果となっており，１の期間で
正の相関であったものが２の期間以降は負の相関となってきており，受診抑制による医療費増
加説を裏付けている。一方，高額療養費制度が影響しているのであれば，そもそも改正前にあ
る程度高い外来医療費や外来頻度が高い患者がそのまま入院に移行するはずであり，したがっ
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表７　高血圧医療費（合併症含むベース）関数の推定結果
推定（28） 推定（29） 推定（30）

ln（総点数） ln（外来点数） ln（入院点数）

RE-GLS RE-GLS RE-GLS

係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差

改定後 −0.18985 ＊＊＊ 0.039108 −0.1998867 ＊＊＊ 0.0389028 0.004617 0.009513

本人×改定後 0.106739 ＊＊ 0.045297 0.1295323 ＊＊＊ 0.045059 −0.01766 0.011025

本人 0.183849 ＊＊ 0.078165 0.17556 ＊＊ 0.0779501 −0.00475 0.00825

トレンド 0.020764 ＊＊＊ 0.002076 0.0203615 ＊＊＊ 0.0020651 0.00031 0.000502

トレンド×改定後 0.006909 ＊＊＊ 0.002305 0.0071845 ＊＊＊ 0.0022926 0.000104 0.000561

トレンド×改定後×本人 −0.00978 ＊＊＊ 0.00267 −0.0107105 ＊＊＊ 0.0026561 0.00035 0.00065

トレンド×本人 0.004443 ＊ 0.002389 0.0049551 ＊＊ 0.0023765 6.35E −05 0.000582

性別 0.124485 ＊ 0.06724 0.1209707 ＊ 0.0670691 0.014335 ＊＊＊ 0.005445

年齢 0.229834 ＊＊＊ 0.011964 0.2414433 ＊＊＊ 0.011918 −0.00656 ＊＊＊ 0.001238

年齢2乗 −0.00118 ＊＊＊ 0.000125 −0.0013136 ＊＊＊ 0.0001241 8.77E −05 ＊＊＊ 1.31E −05

ln（標準報酬月額） −0.1142 ＊＊＊ 0.03336 −0.1280427 ＊＊＊ 0.0332095 −0.0086 ＊＊ 0.004358

定数項 −6.41327 ＊＊＊ 0.329691 −6.580273 ＊＊＊ 0.3284714 −2.11689 ＊＊＊ 0.03436

ρ 0.55811 0.55958175

Number of obs 893420 893420 893420

Number of groups 20305 20305 20305

R-sq 0.0588 0.0583 0.0007

注）＊＊＊は１％基準，＊＊は５％基準，＊は10％基準で有意。

推定（31） 推定（32） 推定（33） 推定（34）

外来通院確率 ln（外来点数：通院サンプル） 入院確率 ln（入院点数：入院サンプル）

RE-Probit RE-GLS RE-Probit RE-GLS

係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差

改定後 −0.1099 ＊＊＊ 0.022715 −0.0038106 0.0109601 0.063284 0.103072 −0.08619 0.2854307

本人×改定後 0.069547 ＊＊＊ 0.026147 −0.0043931 0.0125746 −0.15091 0.118302 0.021906 0.3324307

本人 0.112007 ＊＊＊ 0.025844 0.1376241 ＊＊＊ 0.0155485 −0.01024 0.079648 −0.21231 0.2168358

トレンド 0.012969 ＊＊＊ 0.001218 −0.0020739 ＊＊＊ 0.0005994 0.003396 0.006004 −0.006316 0.0161152

トレンド×改定後 0.004331 ＊＊＊ 0.001351 −0.0008342 0.0006607 0.001422 0.006508 0.007157 0.0176555

トレンド×改定後×本人 −0.00532 ＊＊＊ 0.001553 −0.0025748 ＊＊＊ 0.0007569 0.001006 0.007391 −0.00016 0.0203268

トレンド×本人 0.00136 0.001398 0.002797 ＊＊＊ 0.0006835 0.001238 0.006796 0.003494 0.0183893

性別 0.031895 0.019516 −0.1586409 ＊＊＊ 0.0125943 0.108052 ＊＊＊ 0.035341 0.208676 ＊＊＊ 0.080482

年齢 0.109744 ＊＊＊ 0.003815 0.0078652 ＊＊＊ 0.0029106 −0.03764 ＊＊＊ 0.007585 0.031338 0.0200594

年齢2乗 −0.00068 ＊＊＊ 4.14E −05 0.0000229 0.0000301 0.000528 ＊＊＊ 8.12E −05 −0.00026 0.000207

ln（標準報酬月額） −0.07672 ＊＊＊ 0.014414 −0.0179697 ＊＊ 0.0078341 −0.113 ＊＊＊ 0.033978 0.157831 ＊＊ 0.072964

定数項 −3.74945 ＊＊＊ 0.115452 6.509289 ＊＊＊ 0.0781489 −2.92931 ＊＊＊ 0.261562 8.267664 ＊＊＊ 0.6037738

ρ 0.566764 0.532621

Number of obs 893420 4196390 893420 33030

Number of groups 20305 20269 20305 1380

R-sq 0.0259 0.0188

注）＊＊＊は１％基準，＊＊は５％基準，＊は10％基準で有意。
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表８　高血圧医療費（当該病名のみ）関数の推定結果
推定（35） 推定（36） 推定（37）

ln（総点数） ln（外来点数） ln（入院点数）

RE-GLS RE-GLS RE-GLS

係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差

改定後 −0.14635 ＊＊＊ 0.037924 −0.15068 ＊＊＊ 0.037809 0.004382 0.006068

本人×改定後 0.087092 ＊＊ 0.043925 0.0916659 ＊＊ 0.0437913 −0.00399 0.007033

本人 0.278183 ＊＊＊ 0.078266 0.2720061 ＊＊＊ 0.0782002 0.005134 0.005086

トレンド 0.020767 ＊＊＊ 0.002014 0.0205377 ＊＊＊ 0.0020079 0.000295 0.00032

トレンド×改定後 0.005117 ＊＊＊ 0.002235 0.0052667 ＊＊ 0.0022281 −0.00016 0.000358

トレンド×改定後×本人 −0.0088 ＊＊＊ 0.002589 −0.0089795 ＊＊＊ 0.0025814 0.0001 0.000415

トレンド×本人 0.003036 0.002317 0.0033142 0.0023097 −0.00021 0.000371

性別 0.009357 0.067506 0.0111431 0.0674614 −0.00265 0.003248

年齢 0.233637 ＊＊＊ 0.011811 0.2374561 ＊＊＊ 0.0117892 −0.00241 ＊＊＊ 0.000741

年齢2乗 −0.00132 ＊＊＊ 0.000123 −0.0013692 ＊＊＊ 0.0001226 3.33E −05 ＊＊＊ 7.84E −06

ln（標準報酬月額） −0.03865 0.032648 −0.0438421 0.0325688 −0.00638 ＊＊ 0.002629

定数項 −7.00454 ＊＊＊ 0.326048 −7.052962 ＊＊＊ 0.3254888 −2.21506 ＊＊＊ 0.020618

ρ 0.576738 0.57800525 0.074874

Number of obs 893420 893420 893420

Number of groups 20305 20305 20305

R-sq 0.0522 0.0521 0.0004

注）＊＊＊は１％基準，＊＊は５％基準，＊は10％基準で有意。

推定（38） 推定（39） 推定（40） 推定（41）

外来通院確率 ln（外来点数：通院サンプル） 入院確率 ln（入院点数：入院サンプル）

RE-Probit RE-GLS RE-Probit RE-GLS

係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差

改定後 −0.08735 ＊＊＊ 0.023396 −0.0059475 0.0106402 0.106968 0.14793 0.11176 0.4065754

本人×改定後 0.046091 ＊ 0.02685 −0.0048916 0.0122043 −0.08904 0.169701 −0.08479 0.4888013

本人 0.190105 ＊＊＊ 0.029109 0.1599989 ＊＊＊ 0.0157972 0.269708 ＊＊ 0.116391 −0.08094 0.3208597

トレンド 0.014035 ＊＊＊ 0.00127 −0.0022625 ＊＊＊ 0.0005826 0.007966 0.008524 0.010703 0.0225206

トレンド×改定後 0.003562 ＊＊＊ 0.001396 −0.0008064 0.0006419 −0.00355 0.009252 −0.00901 0.0249407

トレンド×改定後×本人 −0.00439 ＊＊＊ 0.0016 −0.0024545 ＊＊＊ 0.0007351 0.001462 0.01048 0.015944 0.0295327

トレンド×本人 3.28E −05 0.001443 0.002583 ＊＊＊ 0.0006637 −0.00535 0.009601 −0.01502 0.0263197

性別 −0.01822 0.019825 −0.1830192 ＊＊＊ 0.0129176 −0.06421 0.055608 0.151519 0.1249612

年齢 0.131791 ＊＊＊ 0.004374 0.0051166 ＊ 0.0029779 −0.04497 ＊＊＊ 0.012454 0.04328 0.0342267

年齢2乗 −0.00094 ＊＊＊ 4.93E −05 0.0000491 0.0000308 0.000565 ＊＊＊ 0.000131 −0.00034 0.0003552

ln（標準報酬月額） −0.06199 ＊＊＊ 0.015625 0.0042892 0.0078359 −0.13763 ＊＊＊ 0.043809 0.213075 ＊ 0.1140861

定数項 −4.37986 ＊＊＊ 0.138535 6.412966 ＊＊＊ 0.0797358 −3.1063 ＊＊＊ 0.371495 7.030718 ＊＊＊ 0.9877673

ρ 0.578902 0.58906686 0.578441 0.563305

Number of obs 893420 389867 893420 1412

Number of groups 20305 20229 20305 679

R-sq 0.0322 0.0238

注）＊＊＊は１％基準，＊＊は５％基準，＊は10％基準で有意。
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表９　高血圧医療費（全疾病 + 調剤）関数の推定結果
推定（42） 推定（43） 推定（44）

ln（総点数） ln（外来点数） ln（入院点数）

RE-GLS RE-GLS RE-GLS

係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差

改定後 −0.29208 ＊＊＊ 0.044259 −0.2361443 ＊＊＊ 0.042551 −0.01888 0.016059

本人×改定後 0.103615 ＊＊ 0.05127 0.1108151 ＊＊ 0.0492897 −0.02539 0.01861

本人 0.337485 ＊＊＊ 0.068406 0.3713008 ＊＊＊ 0.0701281 −0.00456 0.013456

トレンド 0.014657 ＊＊＊ 0.002343 0.0203449 ＊＊＊ 0.0022536 4.59E −05 0.000848

トレンド×改定後 0.012482 ＊＊＊ 0.002608 0.0069899 ＊＊＊ 0.0025077 0.000931 0.000947

トレンド×改定後×本人 −0.01524 ＊＊＊ 0.003022 −0.0120557 ＊＊＊ 0.0029055 0.000448 0.001097

トレンド×本人 0.01182 ＊＊＊ 0.002704 0.0066442 ＊＊ 0.0025997 0.000931 0.000982

性別 −0.5448 ＊＊＊ 0.057051 −0.4823249 ＊＊＊ 0.0590545 −0.00801 0.008593

年齢 0.076469 ＊＊＊ 0.011387 0.1052062 ＊＊＊ 0.0114933 −0.01436 ＊＊＊ 0.001961

年齢2乗 0.000349 ＊＊＊ 0.00012 0.0000431 0.0001204 0.000184 ＊＊＊ 2.07E −05

ln（標準報酬月額） 0.015459 0.034192 −0.0326404 0.033861 0.000422 0.006954

定数項 −0.71396 ＊＊ 0.311366 −1.761957 ＊＊＊ 0.3145725 −1.93983 ＊＊＊ 0.054539

ρ 0.399677 0.44007853 0.074797

Number of obs 893420 893420 893420

Number of groups 20305 20305 20305

R-sq 0.058

注）＊＊＊は１％基準，＊＊は５％基準，＊は10％基準で有意。

推定（45） 推定（46） 推定（47） 推定（48）

外来通院確率 ln（外来点数：通院サンプル） 入院確率 ln（入院点数：入院サンプル）

RE-Probit RE-GLS RE-Probit RE-GLS

係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差

改定後 −0.11571 ＊＊＊ 0.021176 −0.0077533 0.010897 −0.08575 0.059082 0.064615 0.155428

本人×改定後 0.066571 ＊＊＊ 0.02452 −0.021192 ＊ 0.0126309 −0.04883 0.06853 −0.35182 ＊ 0.1823312

本人 0.043233 0.028888 0.2087167 ＊＊＊ 0.0140448 0.023518 0.046713 0.07317 0.1081556

トレンド 0.009567 ＊＊＊ 0.001103 0.0012294 ＊＊ 0.00059 −0.00149 0.003185 0.010138 0.0083322

トレンド×改定後 0.00389 ＊＊＊ 0.001235 −0.0017468 ＊＊＊ 0.0006524 0.004938 0.00353 −0.00552 0.0092988

トレンド×改定後×本人 −0.00576 ＊＊＊ 0.001431 −0.0010848 0.0007552 −0.00114 0.00409 0.018542 ＊ 0.0108328

トレンド×本人 0.00295 ＊＊ 0.001273 0.0007718 0.0006807 0.005056 0.00369 −0.01305 0.009678

性別 −0.14587 ＊＊＊ 0.026685 −0.2076499 ＊＊＊ 0.0111563 −0.064825 ＊＊ 0.025454 0.132751 ＊＊＊ 0.042816

年齢 −0.01763 ＊＊＊ 0.004023 −0.0049005 ＊＊ 0.0024479 −0.03508 ＊＊＊ 0.006387 0.036128 ＊＊＊ 0.0108775

年齢2乗 0.00067 ＊＊＊ 3.99E −05 0.000195 ＊＊＊ 0.0000256 0.000458 ＊＊＊ 6.65E −05 −0.00028 ＊＊ 0.0001127

ln（標準報酬月額） 0.014792 0.018536 −0.012974 ＊ 0.0074346 0.013456 0.022143 0.06337 ＊ 0.0382822

定数項 −0.34811 ＊＊ 0.157477 6.770932 ＊＊＊ 0.0667629 −2.55033 ＊＊＊ 0.181815 8.34634 ＊＊＊ 0.3183182

ρ 0.489928 0.38098191 0.427286 0.266859

Number of obs 893420 589801 893420 9566

Number of groups 20305 20304 20305 3971

R-sq

注）＊＊＊は１％基準，＊＊は５％基準，＊は10％基準で有意。
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て表10の２行目，３行目の改正前６ヶ月の外来確率や外来点数が高いほど，その後の入院確率
の増加を生み出すことから正の相関が想定される。しかしながら，相関係数は全て負であり，
高額療養費制度影響説は糖尿病の場合には当てはまらないのではないかと考えられる。
さらに，表11は所得階層別に，糖尿病入院点数の推定結果を見たものである。3.1の仮説に

よれば，流動性制約によって引き起こされる受診抑制の効果であるならば，低所得者ほど後の
医療費増がもたらされるのではないかという予想が成り立つ。低所得と入っても健保組合の加
入者であるからそれほど大きな差異はないが，それでも表11の結果をみるように，低所得，中
所得については「トレンド×改定後×本人」が有意であり，低所得の方がその係数が高く，ま
た，「改定後×本人」の入院抑制も有意であるが，高所得については「トレンド×改定後×本人」

表10　改正前後の外来状況とその後の入院状況（糖尿病）

入院確率差１ 入院確率差２ 入院確率差３ 入院確率差4
改正後６ヶ月− 
改正前６ヶ月

改正後６～12ヶ月
−改正直後６ヶ月

改正後12～18ヶ月
−改正直後６ヶ月

改正後18～24ヶ月
−改正直後６ヶ月

外来通院確率差（改正後
６ヶ月−改正前６ヶ月） 0.0213 −0.0148 −0.0239 −0.0157

改正前６ヶ月外来通院確率 −0.0497 −0.0339 −0.034 −0.0287
改正前６ヶ月外来点数 −0.0306 −0.0412 −0.0354 −0.0351

表11　所得階層別の糖尿病入院点数の推定結果
推定（49） 推定（50） 推定（51）

低所得（40万以下） 中所得（40～60万） 高所得（60万以上）

ln（入院点数） ln（入院点数） ln（入院点数）

RE-GLS RE-GLS RE-GLS

係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差

改正後 0.080217 ＊＊ 0.036217 −0.04257 ＊ 0.023352 0.021893 0.030685

本人×改正後 −0.13343 ＊＊＊ 0.039558 −0.02779 0.027072 −0.01516 0.035737

本人 −0.09835 ＊＊＊ 0.025661 −0.03081 0.025622 0.009857 0.042989

トレンド 0.000698 0.001802 0.003585 ＊＊＊ 0.00123 0.003467 ＊＊ 0.001676

トレンド×改正後 −0.00205 0.002052 −0.00113 0.001377 −0.00361 ＊ 0.001853

トレンド×改正後×本人 0.004717 ＊＊ 0.002251 0.003885 ＊＊＊ 0.001595 0.003087 0.002154

トレンド×本人 −0.00097 0.001979 −0.00425 ＊＊＊ 0.001425 −0.00253 0.001946

性別 0.039637 ＊＊＊ 0.013608 0.019483 0.019958 −0.02312 0.036072

年齢 −0.00694 ＊＊＊ 0.002524 −0.00685 ＊＊＊ 0.002175 −0.02084 ＊＊＊ 0.003744

年齢2乗 0.000132 ＊＊＊ 2.92E −05 0.00012 ＊＊＊ 2.54E −05 0.000266 ＊＊＊ 4.16E −05

ln（標準報酬月額） −0.0217 0.01726 −0.04526 0.027679 0.067082 ＊ 0.035559

定数項 −1.98345 ＊＊＊ 0.10324 −1.85852 ＊＊＊ 0.173349 −2.29745 ＊＊＊ 0.251746

ρ 0.109531 0.107694 0.135157

Numberofobs 267588 355671 179904

Numberofgroups 7569 10575 5321

注）＊＊＊は１％基準，＊＊は５％基準，＊は10％基準で有意。
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が有意とはなっていない。これは，まさに，流動性制約を通じた受診抑制による医療費増仮説
を裏付ける結果と解釈できる。
次に，高血圧について，「トレンド×改定後×本人」が負で有意という結果はどのように解
釈できるのであろうか。これについても，糖尿病とは一見逆の結果であるが，メカニズムとし
ては表裏一体の関係ではないかと想像される。すなわち，自己負担率引上げによって通院確率
がむしろ増したことにより，早期に高血圧の治療ができ，その結果として合併症や症状が進行
することなく，医療費がトレンドとして抑制され続けているという解釈である。こうした動態
的な医療費抑制効果が予想される場合には，自己負担率引上げによって通院確率がむしろ増加
することは合理的であり，むしろ自然である。また，高血圧の治療自体は医療費が低いことも
あり，流動性制約による受診抑制も働かなかった可能性が高い。

５．結語

本稿は，政策的に重要性が高い自己負担率引上げ後の医療費の動態的な変化に着目し，慢性
疾患の中から糖尿病と高血圧性疾患を取り上げて分析を行った。具体的には，111健保組合の
レセプトデータの個票から６種類のエピソードデータをつくり，それを水準とトレンドの両方
に差分の差（DID）を設定するモデリングで推定を行った。その結果，糖尿病については自己
負担率引上げ後に受診率が抑制されたものの，その後，入院確率，入院医療費が増加したこと
を主因に医療費の回復効果があることが分かった。すなわち，日本医師会などが主張する「受
診抑制による医療費増」というメカニズムが働いた可能性があるが，医療費が完全にもとの水
準に戻るほどのインパクトではない。こうした現象について，高額療養費の影響仮説，医師誘
発需要，他の制度の影響の諸仮説も検討したが，「受診抑制による医療費増」がもっとも妥当
すると考えられ，受診抑制には低所得による流動性制約も関連していることが示唆された。
一方，高血圧性疾患については，自己負担率引上げによってむしろ受診率が上がり，治療が
進んだことから医療費は抑制され，その後も医療費は持続的に下がっていることが分かった。
これも裏を返せば，「受診増加による医療費減」ということで，同じメカニズムが働いている
と思われる。
さて，こうした結論からどのような政策的インプリケーションが導かれるであろうか。まず，

第一にいえることは，自己負担率引上げについては疾病によっては受診抑制による医療費増を
もたらすようなものがあるということであり，注意が必要である。このような場合には，低所
得者に対する救済措置や，患者への教育・リスク情報の流布などの補足的な措置が必要なのか
もしれない。また，第二にいえることは，疾病ごとに自己負担率引上げの効果が異なるという
ことに政策的な配慮が必要であるということである。現在，2002年改正によって老人以外の自
己負担率は３割に統一され，そのときの附帯決議によって，全体としてこれ以上の負担率引上
げはなされないことが決定されている。しかしながら，2006年改正で議論された免責や，現在
進みつつある特定療養費の拡大，混合診療の解禁，高額療養費制度の改正は，達観してみれば
自己負担率増加であり，しかも，疾病ごとに異なる自己負担率を導入していることに他ならな
い。こうした効果についても，事前に，疾病ごとの価格弾力性や動態的効果を計測することに
よって，思わぬ副作用が出ないように計画的に行う必要があると思われる。しかしながら，学
術研究においてわが国で疾病ごとの弾力性を求めている研究はわずかに Ii and Ohkusa（2002），
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井伊・大日（2002a，b），鈴木（2005）があるに過ぎず，動態的な効果については本稿がはじ
めてのものであると思われる。早急に，各疾病ごとの弾力性，動態的効果の計測を行い，基礎
的知見を蓄積する必要があると思われる。
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